
金
滞
古
蹴
志
巷
骨
一

。
浅
野
の
来
歴

白
山
三
宮
古
記
花
園
天
皇
の
御
世
正
和
元
年
の
傑
に
、
阪
に
灘
野
川

の
名
を
蛾
せ
た
れ
ば
、
滋
野
の
地
名
は
甚
だ
ふ
る
く
‘
往
古
よ
り
の

名
た
る
事
知
ら
れ
け
り
。
扱
て
そ
の
地
名
の
ま
さ
し
く
記
録
に
見
b

た
る
は
、
姥
川
親
元
日
記
に
、
文
明
八
年
十
月
十
七
日
下
河
原
周
防

入
道
永
門
、
二
僚
殿
御
家
領
加
州
井
家
庄
領
自
戒
臓
半
分
井
溌
野
保
御

代
官
職
事
依
v
仰
、
高
足
鈴
令
a
借
物
-
矯
a
締
一
銭
円
御
領
無
錫
諦
取
候
蕗
。

無
=
御
返
緋
之
儀
-
錨
…
v
故
御
改
易
云
べ
と
い
ふ
と
と
見
ね
た
り
。
洩
野

保
は
浅
野
の
村
落
に
て
、
今
洩
野
村
・
越
野
中
島
村
・
洩
野
乙
丸
村
と

て
、
三
村
共
に
小
坂
の
庄
内
と
し
、
往
古
は
加
賀
郡
の
属
邑
た
り
し

か
ど
、
中
古
よ
り
河
北
郡
と
改
め
ら
る
。
又
富
樫
記
に
、
長
享
二
年

加
賀
の
領
主
宮
樫
介
政
親
K
叛
き
、
園
賦
共
高
尾
誠
を
攻
め
囲
み
け

る
時
、
鳥
越
・
吉
藤
・
磯
部
・
木
越
の
賦
魁
ど
も
、
伏
見
・
山
科
・
滋
野
・

大
衆
免
に
陣
取
。
と
あ
る
は
、
浅
野
・
大
衆
菟
の
雨
村
は
地
稽
き
な
る

故
也
1

或
は
云
ふ
、
潟
野
は
往
古
は
都
て
荒
野
に
て
不
毛
の
地
た
り

し
か

E
、
抽
坦
々
開
墾
し
て
耕
回
と
た
し
、
村
落
を
建

τ漉
野
村
と
名

付
け
た
り
。
今
い
ふ
鵠
野
町
の
地
越
は
、
皆
是
浅
野
の
村
地
に
し
て
、

年
代
摘
要
に
‘
享
保
十
五
年
金
保
町
緩
家
段
、
頭
振
洩
野
村
十
五
軒

一
室
.
六
十
六
代
一
保
院
天
皇
御
宇
長
徳
三
丁
酉
年
御
銀
銭
。
其
後
百
四

代
後
土
御
門
院
天
皇
御
宇
.
長
享
二
年
枇
殿
再
典
。
往
古
者
大
枇
而
・

演
野
一
一
郷
之
惣
枇
也
。
故
祭
式
選
鄭
重
也
ぷ
母
議
四
月
申
日
例
祭
紳
歯
肉

振
之
…
脚
事
.
御
技
所
之
遺
跡
今
mma御
奥
野
-
也
。
又
九
月
十
二
日
例
祭

流
鏑
馬
執
行
.
共
遺
蹟
今
稽
a
馬
場
-
也
ザ
ヘ
枇
殿
少
脇
勘
諦
白
山
若
宮
。

今
奮
跡
有
v
之
。
越
野
川
卸
蛍
枇
之
宮
川
也
。
惣
門
之
跡
今
稽
賞
金

是
則
遺
蹟
也
d

と
あ
り
。
三
州
志
来
因
概
覧
附
録
の
閥
助
馬
場
の
僚

に
、
河
北
郡
洩
野
山
豆
一
枇
は
.
延
事
式
に
所
調
下
野
間
榊
駐
A
A
也。

と
載
せ
た
る
は
挟
友
り
。
此
の
山
王
位
は
一
一
保
帝
長
徳
三
年
の
銀
座

と
あ
れ
ぽ
‘
延
菩
よ
り
趨
か
後
に
勤
務
せ
し
駐
な
る
事
い
ち
じ
る

し
ι文
化
三
年
の
由
来
書
に
、
古
来
加
賀
郡
下
野
間
紳
粧
を
袋
帯
仕
。

と
載
せ
た
る
紳
枇
は
・
趨
野
乙
丸
村
の
枇
の
と
と
悲
れ
ど
も
、
此
の

枇
も
式
駐
の
殻
錦
は
静
か
な
ら
・
?
と
い
へ
り
。

。
滋
野
批
人

溜
野
紳
祉
の
紳
臓
は
、
天
正
年
中
の
争
鼠
に
中
絶
し
・
箆
長
以
後
金

海
卯
辰
八
幡
紳
主
厚
見
氏
裁
許
鏡
勤
す
と
い
へ
り
。
卯
民
八
幡
枇
留

記
に
、

乍
v
恐
申
上
候
。

金
揮
官
蹴
志
血
管
叶
一

云
々
。
た
ど
h

あ
り
。
抑
浅
野
の
地
名
は
、
古
歌
に
よ
め
る
浅
野
の
小

野
の
意
に
て
、
渇
き
野
の
意
友
ら
ん
か
。
新
線
古
今
集
線
四
に
も
‘

い
か
に
せ
必
忍
ぶ
と
す
れ
ど
-
ね
に
た
て
L

潟
野
の
き
ど
す
隠
れ
た
き
身
を

と
見
ね
た
り
。
柏
崎
尾
記
に
云
ふ
。
或
人
の
設
に
、
浅
野
村
は
腕
畑
多

し
。
昔
は
此
の
地
殊
に
飽
き
臓
を
産
出
し
‘
他
閣
へ
も
多
く
搬
出
す

と
加
産
錐
に
見
ゆ
れ
ば
、
浅
野
は
麻
野
友
る
ぺ
し
と
い
へ
り
。
平
次

按
・
?
る
位
、
麻
を
北
園
に
培
養
せ
し
も
い
と
上
古
よ
り
の
事
怠
る
ペ

〈
、
日
本
後
紀
に
、
延
暦
廿
三
年
b
h
v

十
月
戊
辰
菟
a
越
前
・
能
登
二
園

今
年
調
十
分
之
七
吋
以
=
桑
廊
有
'
損
也
。
と
あ
り
。
延
暦
の
い
に
し
へ

は
、
加
賀
閣
の
い
ま
だ
建
固
た
き
遁
に
以
前
の
事
に
て
、
越
前
園
の

部
内
友
り
。
古
語
拾
遺
に
令
忌
八
宮
命
率
a
月
鷲
命
之
孫
吋
求
=
肥
館
地
↓

遁
昌
阿
波
圏
一
植
圃
殺
麻
種
~
共
葡
今
在
且
彼
闇
吋
晶
画
且
大
嘗
之
年
-
賞
品
木
綿
・

麻
布
及
種
々
一
物
コ
所
以
郡
名
潟
=
蹴
…
殖
-
之
総
也
。
と
あ
る
故
事
に
て
も
、

潟
野
は
肺
野
た
ら
ん
か
と
の
説
、
さ
も
あ
る
ぺ
し
。

O
溌
野
締
結

奮
名
を
滋
野
山
王
と
呼
ぺ
り
。
河
北
郡
洩
野
村
民
銀
座
し
、
溌
野
町

漣
八
百
徐
戸
の
産
土
紳
也
。
舵
記
に
云
ふ
。
蛍
枇
洩
野
山
主
枇
者
、
人

滋
野
と
・
申
庭
、
私
支
配
之
宮
御
座
候
。
下
々
入
箱
、
.
給
馬
・
鰐
口
に
よ

ら
・
?
と
り
ち
ら
し
、
何
共
し
ま
り
無
a
御
座
一
共
上
火
之
用
心
も
悪
敷

御
座
侯
問
、
宮
地
之
内
番
人
を
す
ゑ
笹
申
度
事
v
存
候
。
骨
F
共
奉
v
得邑

御
意
-
候
一
。
以
上
。

子
七
月
廿
七
日

横

山

式

部

殿

茨
木
右
衛
門
股

篠

原

織

部

殿

右
は
高
治
三
年
也
。

卯
辰
八
幡

紀

伊

守

卯
辰
八
幡
傭
訟
に
云
ふ
。
高
治
三
年
花
、
右
の
如
〈
金
禅
寺
枇
奉
行

へ
出
願
に
及
ぷ
庭
、
邸
許
可
相
成
陀
付
、
此
時
社
番
を
置
け
る
庭
、

共
後
卯
辰
八
幡
紳
主
厚
見
氏
の
次
男
を
ぽ
越
野
の
紳
主
に
た
し
、
厚

見
某
と
稽
し
、
是
よ
り
子
孫
連
綿
し
、
世
々
奉
仕
す
と
い
へ
り
。

。
漠
野
周
水

此
の
用
水
一
は
海
野
川
の
分
水
な
り
。
改
作
所
奮
記
に
載
せ
た
る
、
一
苅

線
十
一
年
三
月
潰
野
村
・
洩
野
中
島
村
、
共
外
下
緒
村
肝
煎
共
連
名
・

願
書
に
‘
用
水
滋
野
川
小
橋
之
下
よ
り
取
上
、
右
用
水
御
餌
指
町
弁
-

地
子
町
家
有
v
之
慮
、
年
々
屋
敷
を
仕
出
し
、
江
せ
ば
〈
成
、
水
っ
か
一




